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【要旨】

本稿では保育者養成教育において、 実習生が実習前に感じている不安について考察を行

った。まず、平成30年度に行われた 「保育実習実施基準」の改定について言及した。指定

保育士養成施設では「保育実習実施基準」に基づいて保育実習を実施することが求められ

ている。さらに養成校で実施される 「保育実習指導」 について、保育実習の意味や目的を

しっかり と学生に理解させ、現場に送り出すことが求められてきた。また、今回の実施基

準の改訂では現場での協働や養成校教員間での協働などがより求められるよう になった。

この様に、より実践力のある保育士養成には「協働」が欠かせないと している。一方で、

実際の実習指導の中では社会人と してのマナーを伝え、学生の抱える不安を解消する必要

もあり、 実習指導に占めるその割合は少なくない。

保育(教育)実習に関わる不安に関する研究は数多くあり、先行研究から学生がどのよ

うな不安を示しているかについて概観を行った。また、養成校で行った自由記述アンケー

トを分析し、 不安について検討を行った。

結果、学生は「日誌・指導案」 や「ピアノ」などに関して、 実習前の不安を抱えている

傾向が強いことが分かった。今後、これらの客観的なエビデンスに基づいた実習指導をよ

り充実させていく方策を検討することが課題であると考えられる。
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1 .はじめに

保育士資格を取得しようとする学生にとって、養成校

における日常的な学習に加え、現場における実習も重要

となる。

学生は養成校を離れ、 「保育実習 1Jにおいては保育

所10日間、施設10日間、さらに選択必修科目 「保育実

習IIJおよび「保育実習皿」において、保育所もしくは

施設における実習を10日間行うことになっている 1)。

学生にとってみれば、現場にいる子どもたちと関わる

ことができるという期待感が高くなる一方で、現場で求

められる技術や指導案の作成など不安に感じることも多

くなっている。この様な保育実習に|臨む学生の不安に関

する研究も多くあり、 Ciniiで「保育実習 不安」とい

うキーワードで検索をかけると39件の論文が確認され

た2)。保育実習は学生にとって自身のキャリア構築の

上で、大きな期待と不安を抱きながら取り組むものであ

り、養成校や研究者はその指導方法や内容について工夫

や研究を積み重ねている。

実習に向けてできうる限りその不安を解消し、実りあ

る実習を学生が行えるよう、それぞれの保育実習につい

て「保育実習指導」が設定されている。各養成校におい

て、この保育実習指導の教授内容は厚生労働省の通知を

ベースとしながら工夫され、実施されている。

本研究では、保育実習に向かう学生の不安に閲し、保

育実習の現状について概観し、また実習生の不安につい

ての先行研究をレビューする。その後、ある養成校 (A

校と表記する)における事前アンケートの分析を元に、

実習前に学生が抱える不安について、不安軽減につなが

る実習事前指導のあり方を検討することとする。

今回はA校の実習生における実習に対する不安要素を

概観し、 A校の特徴と先行研究における不安要素につい

て比較検討を行うことを中心とする。

3)。その内容としては、「保育実習の目的」、「履修の方

法」、「実習施設の選定等」と指定保育士養成施設にお

ける保育実習の実施について、様々な規定がなされて

いる。これまで保育所保育指針、保育士養成課程の変

更に伴い、実施基準も変更されてきた。

現行の実施基準は平成30年4月27日の「指定保育

士養成施設の指定及び運営の基準についての一部改正

について(厚生労働省子ども家庭局長 子発0427第

3号)によるものである。その改定内容については、

「保育士養成課程等については、 保育を取り巻く社会

情勢が変化する中、保育所保育指針(平成29年3月

31日厚生労働省告示第117号)が平成30年4月l日か

ら適用されたこと等を踏まえ、より実践力のある保育

士の養成に向けて、 『保育士養成課程等検討会.n(以下

「検討会」という。)において見直しの検討を行った」

とされている 4)。 今回の実施基準の改定では 「第2

履修の方法」の 5において、「この計画において、全体

の方針、実習の段階、内容、施設別の期間、時間数、

学生の数、実習前後の学習に対する指導方法、実習の

記録、評価の方法等を明らかにし、指定保育士養成施

設と実習施設との間で共有するこ と。」と し、旧実施

基準よりも実習計画や評価基準の共有についてより強

く打ち出されている 5)。また、実習指導者の基準につ

いても、指定保育士養成施設の指導者については「当

該実習指導者は、 他の教員と連携して実習指導を一体

的に行うこと。」という文言が追加され、養成校の教

員がー休となって実習指導に取り組む意味合いが強く

なっている 6)。また実習の実施に当たっては、新たに

項目が書き起こされ「保育実習の実施に当たっては、

保育実習の目的を達成するため、指定保育士養成施設

の主たる実習指導者のみに対応を委ねることのないよ

う、指定保育士養成施設の主たる実習指導者は、 他の

教員・実習施設の主たる実習指導者等とも緊密に連携

2.保育実習の事前指導について し、また、実習施設の主たる実習指導者は、当該実習

本章では厚生労働省が指定保育士養成施設に向けた通 施設内の他の保育士等とも緊密に連携すること。」 と

知を元に、 実習事前指導の内容について概観する。 し、実習指導に当たる教員に対し前述のように養成校

の他の教員との連携を強め、さらに実習施設との連携

1 )保育実習実施基準 をより緊密にとり、実習生にとってより実りある実習

指定保育士養成施設における保育実習については、厚 を実施できる環境作りが求められるようになっている

生労働省(平成13年6月29日雇児発第438号厚生労働 7)。本実施基準の改正は「より実践力のある保育士の

省雇用均等・児童家庭局長通知)、「指定保育士養成施 養成」が目的とされており、この様な実施基準の大き

設の指定及び運営の基準について」の別紙2保育実習 な変更からも保育実習が「実践力」のある保育士養成

実施基準(以下、実施基準)において提示されている に大きな役割を担っていることが理解できる。
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現行の保育実習は保育実習 1(20日以上 4単位

必修)及び保育実習指導 1(2単位 必修)、保育実習

II 00日以上 2単位選択必修)、保育実習皿 (10日

以上 2単位 選択必修)、保育実習指導Eもしくは田

( 1単位選択必修)となっている。

かつては選択必修科目であった保育実習Hおよび保育

実習Eについては、養成校内で実施する保育実習指導に

ついては科目の設定がされておらず、 2010年7月22日

付け通知 「指定保育士養成施設の指定及び運営の基準に

ついての一部改正(雇児発0722第5号)において、単

位が設定されることとなった。

これまでの実施基準の変更を見る限り、現場や養成校

内での協働が求められ、さらに実習指導の時聞を増やし

たカリキュラムに改定されており、このことからも実習

指導の重要性は増していると考えられる。

2)教科目としての「保育実習指導」

前述の実施基準には養成校内で実施される「保育実習

指導」に関わる記述はないが、教科 目としての「保育実

習指導」について「指定保育士養成施設の指定及び運営

の基準について」の別添 lにおいて示されている。

保育実習指導 Iにおいては、以下のようにその目標に

ついて述べられている 8)。

1 .保育実習の意義・目的を理解する。

2.実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にす

る。

3.実習施設における子どもの人権と最善の利益の考

慮、プライパシーの保護と守秘義務等について理解す

る。

4.実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容

について具体的に理解する。

5.実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を

行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確にする。

また、保育実習指導Eおよび保育実習指導皿は以下の

内容が目標として示されている 9)。

1 .保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合

的に理解する。

2.実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、

保育の実践力を習得する。

3.保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の

改善について、実践や事例を通して理解する。

4.保育士の専門性と職業倫理について理解する。

5 実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を
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行い、保育に対する課題や認識を明確にする。

いずれの保育実習指導においても、保育実習の意義や

目的を理解すること、またその為に必要とされる観察 ・

記録や評価方法等について現場で学習するための事前学

習がその中心となっている。

しかしながら、保育実習を実施する際には、 実習に向

けた書類の作成や社会人としてのマナーを学ぶ内容な

ど、厚生労働省が教科目の内容として提示していない内

容に多くの時間が割かれているととも実態としてある

10)。また、中原は実習指導のテキス トにおいても「第

2章においては 『子どもに対する態度 ・行動』や 『施設

職員に対する態度・行動』などという項目が挙げ、られ、

実習生としての心構えについて記述されている。また、

電話のかけ方や実習の事前オリエンテーションに関する

項目、実習計画の課題設定や日誌の書き方といった実習

実務についての記述も見ることができた。J11)というよ

うに、実習そのものの目的について学習するだけでな

く、実習生としての心構え・マナーについても実習指導

内で教授する必要があると考えられる。

3.保育実習に関わる「不安」について

前述のように保育実習指導においてはその目的とし

て、保育実習の目的や目標を理解し、実習をよりよいも

のとするための取り組みが設定されている。それ以外に

も実習に関わる事務手続きや実習に関する不安を解消す

るための取り組みも必要となる。中原は「実習生は子ど

もとの関わりや、保育技術、養護施設における対象児の

理解など、保育実習で学習すべき内容についての不安、

ストレスを述べる場合が多い。また同時にそれ以上に他

の事柄について不安を抱くことも多い。具体的には実習

先の職員とうまくやっていけるかどうかという 『大人と

の関係』に悩みを持つ、また実習そのものに対し自信が

ない等の不安を持つことも多い。J12)として、 実習生が

事前に抱えるであろう不安について述べており、また実

習テキス トにおいても「第3章において実習に関するQ

&Aになっており、その項目の中にも 『実習前の質問』

ということで事前指導に該当する部分が見受けられた。

とくに、その項目では 『実習が不安である』など実習生

の事前に作るべき心構えなどについて取り扱われている

ように思われる。」として、市販テキス トにも保育実習

前の不安に関わる記述があることについて言及している

本章では、保育実習に関わる不安について先行研究を



中心に概観を行う。

岡本は 「実習に対する保育専攻学生の意識についての

一考察」として、質問紙調査を行っている。その中で実

習に関する不安の因子として 6因子を抽出しており、第

l因子は「実技への不安」とし保育実技の指導や援助

(造形表現指導)、時間管理や事務的な手続き、保育実

技(指導を伴わない造形表現)、保育実技の指導や援助

(運動遊び指導)、保育実技の指導や援助(手遊び ・リ

ズム遊び・歌・ピアノ等)、部分実習(指導案の期日提

出)、 子どもたちとの関わり等としている。また、第2

因子を「指導への不安」とし、部分実習(振り返りや、

指導案の内容、教材の選び方、 当日の実践)に関わる内

容について記述している。第3因子を「課題と人間関係

への不安」とし、毎日の自己課題の発見、 実習記録 (毎

日の作成)、保育者との関わりなどとしている。第4因

子は「理論と実践への不安」とし、実習記録(内容や程

度)、保育実技(絵本の読み聞かせや、紙芝居の実演)

などをあげている。第5因子は「基本への不安」として

挨拶など、第6因子は「健康への不安として」健康状

態の管理(身体的疲労、精神的疲労)などをあげていた

守屋らの研究では、幼稚園実習へ臨む学生たちに対し

「実習に行くにあたって心配なことや不安な事は何で

すかっ」という質問を行っている。その分析の結果、

実習に関する不安について大きく 3つのカテゴリーに

分類している。まず「保育に関すること」として、「保

育の指導」や 「日誌・指導案」、「保育技術」、「教師と

しての役割」、「幼児への関わり」という項目を設定し

ている。第2のカテゴリーとして、「圏内の人間関係に

関すること」として、「教師との人間関係」、「幼児との

信頼関係の構築」、「他の実習生との協働」という下位カ

テゴリーを設定している。第3のカテゴリーとしては、

「社会人・職業人としての意識に関するとと」と して、

「体調管理や精神的ス トレスム「弁当」、「通勤」、「積極

性」、「言葉遣い」などの下位カテゴリーを設定している

また、金子らは「保育実習生のストレス対処に関する

に関する研究」として、 実習が終了している学生に対し

て実習経験別の困難とその対処について分析を行ってい

る。その中で、実習中の悶難とその対処のカテゴリーと

して7つのカテゴリーをあげている。 Iとまどい」、 「子

どもとの対応」、「日誌」、「健康」、「先生との関係」、

「指導実習」、「園の様子」という 7つのカテゴリーであ
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る16)。

大和田らは保育士資格を取得した卒業生に対してアン

ケートを実施し、「保育士養成課程における施設実習の

維持と意識の変化」として「施設実習を行う前の気持

ち」について調査を行っている。本研究では施設実習

(養護系施設、障がい系施設)として実習を行う前の気

持ちについての記述を分析し、「不安」、「戸惑い」、「関

心がある」と 3つのカテゴリーに分類をしている 17)。

山本らは保育実習指導における「学びの共有」の有効

性として、保育実習指導 I履修生に対して、保育実習終

了後に質問紙調査を実施している。その中で、保育実習

前の不安と して自由記述の内容を分類整理し、カテゴリ

ー化している。結果、最も多かったものは「日誌の書き

方」と「保育士との関係」であったとしている。また、

その他に多かったものでは、「指導案」、「部分実習」、

「ピアノ」と続く 18)。

渡退は専門学校生に対して質問紙調査を実施し、 実

習生の不安に関して、記述数が多かった内容を中心に

21項目を集約し、「実習不安尺度」の項目を作成して

いる。その項目は 「子ども同土のケンカに対応するこ

と。」や「指導案や日誌を書くこと」、「実習先の職員と

コミュニケーションをうまくとること」、「ピアノの技術

や歌が上手く歌うこと」、「子どもと上手くコミュニケー

ションをとること」などであった。さらに、その「実習

不安尺度」 を活用し、因子分析を行い、 3つの因子を提

示している。第 1因子は「子どもへの対応と保育実践に

関する不安」であり、 「子ども同士のケンカに対応する

こと」や「指導案や日誌を書く こと」、「ピアノの技術や

歌を上手く歌うこと」などがあった。第2因子として

は、 「実習中のコミュニケーションと個人的課題に対す

る不安」とし、「実習先で指示された通りに対応するこ

と」や 「実習先の職員とコミュニケーションをうまく取

ること。」 などがあげられており、第3因子として 「実

習先の職員との関係に対する不安」として、「実習先で

の実習生に対する態度が好意的でないこと」などといっ

た要素があげられていた 19)。

田中らは先行研究から得られた項目を元に「子どもへ

の対応不安」、「部分・ 責任実習不安」、「実習生適応」、

「体調管理不安」といった項目を取り上げ、「不安感の

構成モデル」作成を行っている。 I子どもへの対応不

安」因子としては「子どもがケガをした時に適切に対

応できるか不安だ。」 や「子どもの発達段階や興味に応

じた製作活動を提案できるだろうか。」といった内容を

見
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保育者養成教育における実習前不安に閲する一考察

取り上げている。 I部分 ・責任実習不安」因子としては

「部分 ・責任実習の指導案を書くことができるか心配

だ。」 や「実習で、上手にピアノを弾けるかどうか心配

になる。」といった内容を取り上げている。 I実習生適

応J因子では「実習担当の先生と良好な関係が築けるか

不安だ。」 や「実習先の方針ーに合わせることができるか

不安だ。」という項目が取り上げてられている。 I体調

管理不安」因子では「実習期間中に、体調をくずさない

か心配になる。」などが挙げちれていた20)。

岩崎の「保育実習に関する不安調査からの一考察」に

おいては、保育実習において不安に感じることとして、

10項目の質問項目から 3種類の因子を分類している。

第 l因子を「対人接触への不安」とし、関連が強い質問

項目として「一人一人の子どもへの接し方の不安」や

「保護者との接し方の不安」、「実習先の先生との接し方

の不安」などがあげられていた。第2因子を「保育技術

への不安」とし、「実習日誌を書くことの不安」、「ピア

ノや造形の技術の不安」などが関連の強い項目としてあ

げ、られていた。第3因子としては「保育場面以外の不

安」とされており、 「教材作りや指導案作成の不安」や

「実習日誌を書く ことの不安」などが関連の強い項目と

してあげられていた21)。

これまで取り上げてきた先行研究を概観する限り、 実

習生が不安を感じている項目として共通している要素が

数点ある。まず、日誌や指導案の作成といった 「文書

作成を伴う実習内容」、また「実技(主にピアノがあげ、

られることが多い)を伴う実習内容」、さらに「人間関

係J(実習園の先生、他の実習生、実習園の子ども)に

対するもの、最後に「自身の体調」に関わる不安が共通

の項目であると考えられる。

乙の様に、保育実習前の学生はこれらの項目について

不安に感じている傾向が強いと考えられる。

4. A校における実習事前アンケ一卜分析

本章では、保育士養成課程を持つA校 (4年制大学)

において実施した実習事前アンケート分析から、 学生が

実習前に感じている不安について検討を行う。

先行研究においては質問紙による量的調査が中心と

なっており、自由記述などを活用しテキス トマイニン

グの手法を用いて調査している文献は少数であった O

KHCoderを用いた実習前不安に関する研究では三樺に

よる研究などがあるが、 三津は特に「実習における対

人コミュニケーション」に焦点を当てた調査であった

22)。また、吉田が実習前後において学生の自由記述に

よる箇条書きを分析することで「実習について不安なこ

と」に関する分析を試みている。吉田は教員による手

作業での分類整理による分析を手法として用いていた

そこで、本研究では学生が実習前に自由に記述した不

安に関する文章をKHCoderによるテキストマイニング

を実施するこ とで、 学生のより自由な感覚に基づいた記

述から不安要素を抽出できると考えた。

1 )実施内容

保育実習に関わる「保育実習指導」授業内で質問紙を

用い、自由記述方式で、実施した。質問紙の内容は以下の

通りである。

保育実習、保育実習指導(授業)で「心配なことや不安

に思うこと」、「相談したいこと」、「事前に勉強をしてお

きたい」、「事前に知りたいと思うこと」などを教えてく

ださい。

1.心配なことや不安に思うこと

2.事前に勉強をしておきたい、事前に知りたいと思っ

ていること

3.相談したいこと

調査の実施に当たっては回答の有無によって授業成績

に影響がないこと、個人が特定できない形でデータ化

し、授業改普及び研究に活用し、外部に発表することが

あること、データの使用拒否が可能であることを口頭及

び文書で対象学生に伝達した。

. 2016年実施(保育実習指導 I履修者 33名 回答者

33名)

. 2018年実施(保育実習指導 I履修者 35名 回答者

34名 内データ使用拒否 l名)

. 2018年実施(保育実習指導Eおよび皿履修者 28名

回答者25名 内データ使用拒否l名)

2)分析方法

質問紙によって得られた自由回答の内容をエクセルデ

ータに書き起こし、 KHCoderーを用いてテキストマイニ

ングによる分析を行一った24)。

本研究では、全ての年度及び調査実施年度ごとに得ら
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れた各項目の頻出語リストを対象に分析する。

3)結果

全ての年度のデータを分析したところ、項目 1I心配

なことや不安に思うことJでは「実習J、「不安J、「保

育」といった言葉が上位に抽出された。その後、「心

配」、「施設」、「ピアノ」、「こども」、「思う」、「指導」と

続いていく。 (表 1)本質問紙が保育実習全体、つまり

保育所実習、施設実習両方を対象としているため、「施

設」 という言葉も上位に上がってきていると考えられ

る。

また、「日誌」や「部分」といった言葉は実習日誌や

部分実習を指していると考えられ「文書作成を伴う実習

内容」 に関する内容に対して全体的に不安が高いと考え

られる。

項目 2I事前に勉強をしておきたい、 事前に知りたい

と思っていること」では「保育JI知るJI子ども」とい

う言葉の後に、「施設」、「手遊び」、「ピアノ」 と続いて

いく。学生が事前に準備が必要であると考えている事柄

は、 「ピアノJや 「手遊び」といった「実技を伴う実習

内容」 であることが推測される。

項目 3I相談したいこと」においては「特に」という

単語が トップに来ており、これは「特にないJI特にな

し」という文章から抽出されたものだと考えられる。

2016年実施の調査結果は、次のような内容であっ

た。 (表2)項目 lについては、 「不安」、「実習」、 「施

設」、「心配Jと続き、乙こでも「施設」 という言葉が抽

出されており、施設実習に関する不安を学生が持ってい

ると考えられる。また、下位ではあるが「知的Jという

言葉も抽出されており、知的障がい児 ・者施設での実習

に関する記述があったと考えられる。

また「ピアノJI日誌」という言葉も抽出されてお

り、同じく「文書作成を伴う実習内容」、「実技を伴う実

習内容」 に不安を感じているであろう事が理解できる。

項目 2については、順に「施設」、「ピアノ」、「乳

児」、「手遊び」 という言葉が上位に並んでおり、施設実

習に関わる内容やピアノ、手遊びといった実技に関する

準備、 また乳児に関わる経験が少ないことから、乳児に

関する学習も必要であると考えていることが分かる。

項目 3においては、「コミュニケーション」という言

葉が出てきており、人との関わり(子どもや入所児者、

実習施設の指導者)について、何らかの悩みを抱えてい

ることも理解できる。

2018年実施の調査は初めて実習を行う学生とすでに

保育実習 1:を終了し、保育実習rr.rnを実施前に調査を
行った学生を対象に調査を行っている。まず、初めて実

習を行う学生について分析を行う。 (表3)

項目 1に関しては、「保育」、「指導」、「不安」、「部

分」、「全日」と言葉が並んでいる。ここでも、指導案の

作成に関する言葉が並んでおり、 学生が不安に感じてい

る項目であるこ とが理解できる。その後「日誌」、「書き

方」、「書ける」といった言葉が上位にきている。

その後、乙のグループだけに見られる単語であるが

「朝」や「起きる」という言葉が出現している。このこ

とは実習に関わり、通常より早く起床して実習先に向か

うことなどが求められることから、自身が遅刻をしない

か朝起きることができるかどうかに関して不安を感じて

いることが現れている。

項目 2については、「保育」、「部分」、「手遊び」と行

った言葉が並び、部分保育に関する準備や手遊びといっ

た実技を伴う実習内容に関しでも準備が必要であると感

じているようであった。また、乙とでも「乳児」や「発

達」という言葉も抽出されている。

項目 3については、ここでも「特に」 という言葉がト

ップに来ており、特に相談事項がないとなっているよう

であった。

次に2018年実施の調査のうち、 2回目の保育実習

E ・保育実習皿に|臨む学生について分析を行う。 (表

4) 

項目 lに関しては、 「実習」、「ピアノ」、「保育」、「行

う」、「子ども」、「体調J、「通勤」という言葉が並んでい

る。その後 「期間」や「時間」などの言葉が続き、「設

定」という文言がその後に出てくる。これまでの年度に

比べて、 「設定」 という言葉の順位が低くなっている。

項目 2に関しては、 「利用」、「保育」、「教材」、「研

究」、「年齢」などの言葉が抽出されており、その後 「勉

強J、「勤務」と続く。学生が事前に準備をすることにつ

いても、これまで見られなかった、より具体的な「教材

研究」や、 「子どもの年齢に合わせた」教材研究を行う

ことの必要性を学生が感じているように思われる。

項目 3に関しては、これまで同様 「特に」 という言葉

がトップに来ており、特に質問がないとの回答が多く見

られた。
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7 
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6 
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5 
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2 
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4)結果分析

全体的な傾向として、「指導」や「部分」、「全日」と

いった指導案に関係する単語をどの年度についても確認

することができた。また、「施設」や「知的」といった

施設実習に関わる単語が多く見られたことは、 A校にお

いて保育所実習と施設実習が同時期に実施されること、

またカリキュラム上障がいや社会的養護について学習す

る中で施設実習に行く必要があることから、漫然とした

不安を実習に対して抱えているであろう事が理解でき

た。

同時に、先行研究に見られたような「ピアノ」や「手

遊び」といった日々の保育活動に直接結びつく様な保育

技術について不安を抱えていることも明らかとなった。

一方で先行研究にあるような子どもたちゃ実習園の先生

方とのコミュニケーションや人間関係に関わるような言

葉はあま り多く見受けられなかった。

またいくつかの年度で特徴的な単語についても!確認す

ることができた。

2018年度の初めて実習に行く学生たちに特徴的であ

ったのが「朝」と「起きる」という単語であった。これ

は実習そのものの内容というよりも、自身の生活習慣を

鑑みた際に生活面での不安があると感じているのではな

いかと思われる。

また、同じく 2018年度実施の保育実習E・保育実習

皿に向かう学生の不安要素は、より実習に必要な具体的

な内容であるとともに、これまでの実習経験を生かした

必要感(子どもの発達に合わせた教材研究や発達理解が

必要であると感じている)が学生の中で芽生えていると

考えられる。

5.おわりに

本稿では、厚生労働省通知によって示されている保育

実習指導の目的から、保育(教育)実習に関する不安の

先行研究、またA校で実施した自由記述方式の調査をも

とに保育実習に向かう学生の不安について考察を行って

きた。

前述のように厚生労働省通知では保育実習指導の内容

として、保育実習の意義や目的を学生に理解させ、実習

中に必要とされる計画・実践といった保育実習で学ぶべ

き内容についてより詳しく教授する必要があると示され

ている。

一方で、実習前に学生が不安と考えている内容は日誌

や指導案作成、また手遊びゃピアノといった保育実践技

72 

術に関する内容などが主であった。さらに、実習先での

人間関係やコミュニケーション、さらには自身の体調管

理など厚生労働省がその事前指導の内容としている保育

実習指導で教授すべきとしている内容では補えない部分

も多くみられるようであった。

A校での調査においても全体的に日誌や指導案作成と

いった「文書作成を伴う実習内容」に対する不安が多く

見られ、それに続き手遊び、ピアノといった「実技を伴

う実習内容」に関する不安が挙げられる傾向にあった。

日誌の記入や指導案の作成といった課題については経

験的に、また数々の研究の中でも、実習に向かう前の学

生たちの不安は高いと考えられてきた。そのため、多く

の養成校で保育実技に関する教科目について充実を図

り、 一般的に「書き物が苦手」な現代の学生たちに対応

できるよう様々なカリキュラム上の工夫や授業内での工

夫がなされてきた。この様に学生が不安に感じている内

容と養成校で工夫をしようと努力している内容につい

て、 一定一致していると考えられる。

全国保育士養成協議会が2007年に発刊した「保育実

習指導のミニマムスタンダード」の巻頭言には 「近年、

全国的に保育士養成校の新設が増加している中で、多様

な学生に対応する有効かつ効率的な実習指導体制を構築

する必要性もまた生じてきている。」と述べられていた

25)。さらに、同養成協議会が2018年に発刊した「保育

実習指導のミニマムスタンダード Ver.2Jの巻頭言に

は 1"11保育実習J11保育実習指導』は保育士養成の要であ

り、保育者としての魂を育成する最も大切な要素であ

る。養成校の実習指導者と受け入れ先の実習施設が協働

して実習指導にあたる道をさらに深めていくことが求め

られている。Jと述べられている26)。

これから保育者養成教育の質も求められる中、まずは

養成校教員同士の協働、さらに実習現場との協働を志

向しながら、「多様な学生のニーズ」に応えるための教

育、 研究を展開する必要があると考えられる。

今回、本研究において学生の実習前不安が多岐にわた

っているこ とが明らかになった。厚生労働省通知におい

て教科目としての「保育実習指導」内で学生に教授すべ

き内容は示されているが、学生が感じている不安を解消

するにはあまりにも設定されている授業回数が少ないと

感じられる。従って、学生の不安を解消するには前述の

ように他の授業担当者や養成校において学生指導に当た

る教員がそれぞれ実習に対する意識を持ちながら、日頃

の指導を通じて「実習における文書作成」に関わる内容
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や「実習時に活用できる実技」などをカリキュラムに組

み入れていくことが、学生の実習前不安の軽減につなが

るのではないかと思われる。

本研究においては、学生の自由回答調査について単語

の出現頻度数のみの検討となっている。今後はさらにデ

ータの蓄積を行い、クラスター分析や因子分析の手法を

用いて学生のニーズを客観的なエピデンスに基づいて把

握し、事前指導に生かしていく必要があると考える。こ

れらの内容については今後の課題としたい。
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Abstract 

This paper examines the anxieties experienced by nursery teacher trainees before 

practical training. First， we discuss 2018 reforms of Standards for Implementation of 

Practical Training of Nursery School Teachers. There is a need for implementation of 

practical training in nursery schools with respect to Standards for Implementation of 

Practical Training of Nursery School Teachers in the designated facilities for training 

nursery teachers. It is essential that students are dispatched to schools after acquiring a 

solid understanding of the meaning and purpose of practical training in nursery schools 

through the above-mentioned standards. Reforms of implementation standards have 

further increased the need for collaboration in schools and among faculty members 

at training facilities.“Collaboration" is increasingly being considered indispensable 

for cultivation of nursery teachers as human resources with higher levels of practical 

ability. According to the actual training guidelines， there is also a need to inculcate the 

comportment etc. expected of functional contributing members of society and this starts at 

the practical training stage， in particular by reducing or eliminating students' anxieties. 

Based on data from a number of studies on anxiety related to nursery school education 

training， we investigated what kinds of anxieties students were experiencing. Also， we 

analyzed self-administered questionnaires obtained in training schools and discussed the 

results. 

The data showed that students exhibited significant pre-training anxiety for daily journal 

and teaching plan related activities or for piano related training. Future challenges include 

examining measures for further enhancing practical training and related guidance based 

on objective evidence such as that presented above. 

KEY WORDS : Nursery teacher training programs， 

nursery school education related training and guidance， anxiety 
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